
教育事業名 平成２８年度 教育事業 

日本列島ともだちの輪（冬編） 
事業の趣旨 異なる地域の子どもたちが交流し、生活様式や自然環境などの違いを体験するとともに、

ともだちの輪を広げ、各地域の良さを発見する。 

対象者  小学５年生から中学校２年生（夏編の参加者） 

実施期間  平成２９年１月６日（金）～平成２９年１月８日（日）２泊３日 

参加者 

（人数／定員） 

 ２０名／２３名 

活動プログラム 

 

 

１月６日〔金〕 １月７日〔土〕 １月８日〔日〕 

 8:00 集合 

 8:30 高知出発 

14：00 はじめのつどい 

14：30 ともだち再会交流ゲーム 

16:00 丹波産食材を使って 

       みんなで鍋づくり 

19:00 リーダーや班との交流会 

21:30 就寝 

9：30 雪遊び 

11:30 昼食 

14:00 コウノトリの郷公園見学 

19::00 お別れパーティー 

20:00 感想発表会 

22:00 就寝 

10：00 陶芸体験 

11:45 感想・アンケート記入 

12：00 おわりのつどい 

12:30 昼食 

13:00 丹波出発 

18:30 高知着・解散    

 

活動の様子 

 

（1日目） 

 高知市内からバスで瀬戸大橋を渡り、５時

間かけて丹波少年自然の家に着いた。丹波少

年自然の家では、丹波の参加者やリーダーた

ちが出迎えてくれ、夏編以来の再会を果たし

た。夏編と同じ班に分かれ、ともだち再会交

流ゲームを行った。夏編と同じメンバーとい

うこともありすぐに打ち解け、長旅の疲れも

見せず笑顔で楽しんでいた。 

 丹波産食材を使った鍋づくりでは、班ごとに自由度のある鍋料理で、班ごとに味付けを工

夫しながら調理した。調味料を加えながら味見をしたり、食材の切り方を相談したりしなが

ら、班全員の力で作り上げた鍋となり、どの班も美味しくできたと満足していた。 

 夜のリーダーや班との交流会では、体を動かしたり、大きな声を出したりしながら交流を

楽しみ、再会の興奮を高めて一日目を終えた。 

（２日目） 

 楽しみにしていたスキー体験が積雪不足

のため実施が難しく、スキー場での雪遊びに

変更となった。特に室戸からの参加者は、ス

キー場の雪に興奮し、雪を集めて投げたり、

体やソリを使って斜面を滑ったりした、３日

間を通して一番の笑顔が見られた。リーダー

たちも工夫し、ソリを使ったリレーを行い、



２時間があっという間に過ぎていた。 

 午後は、コウノトリの郷公園に行き、日本

で一度絶滅したコウノトリを再び繁殖させ

ている取り組みについて学習した。鳥インフ

ルエンザの影響で飼育しているコウノトリ

を見ることができなかったが、すでに野生化

してるコウノトリが１０羽近く上空を舞っ

ていて、双眼鏡を使った観察を行った。 

 夜は、お別れパーティーの後、感想発表会を行い、参加者一人一人が自分の言葉で感想や

リーダーへの感謝の気持ちを伝えることができた。みな、スキーができない悔しさもあった

が、それ以上に友だちとの再会や雪遊びが楽しかったと口にしていた。 

（３日目） 

 陶芸体験では、指導してくれた職人さん

のデモンストレーションで、粘土の固まり

が手の中でみるみる形を変えていく様子に

驚くとともに、自分たちも「あんなふうに

作りたい」という意欲を高めていた。陶芸

体験が始まると、みな真剣に粘土に向き合

って作品づくりに取り組んだ。 

 あっという間の２泊３日が終わり、解散

式の後、班ごとに最後の昼食をとりながら別れを惜しんだ。室戸のバスに乗り込む際には丹

波の子どもたち全員が見送ってくれたが、涙ぐむ参加者達もいて、中身の濃い交流ができた

ことが感じられた。 

 帰りは、明石大橋を通って、予定通り高知に帰り保護者に引き渡しを終えた。みな、口々

に２泊３日の感想を保護者に伝えている様子を見ることができ、今回の交流が子どもたちに

とって、有意義な体験であったのではないかと感じた。 

事業の成果 スキー体験は雪不足のため実施できなかったが、全身を使った雪遊びを体験することがで

き、室戸の子どもたちには満足感を与えることができた。また、夏編で深めた友情を、冬編

でさらに深めることができ、心の通う交流になっていた。特に班ごとの鍋づくりは、一緒に

作って一緒に食べるというシンプルなプログラムではあるが、しばらく離れていた仲間との

距離を縮めるには最適なプログラムであった。 

事業の課題 子どもたちや保護者はスキーを体験したいという願いが大きく、スキー体験が実施できな

かった残念な気持ちは否めない。実施時期や方法の検討を再考する必要がある。 

継続していくために、プログラムの工夫や新規プログラムの開発等、互いの施設の連携を

今後より深めていく必要がある。 

参加者の感想 ○ 夏編で仲よくなった友だちと、また冬編で会えてすごく嬉しかった。夏編と比べて冬編

では、みんなすごく成長していて４ヶ月でこんなに成長するんだなと思いました。 

○ 二年続けて参加したけど、夏編も冬編も昨年とは違う内容で楽しかった。 

○ 友だちやリーダーがたくさん話しかけてくれたり、遊びを盛り上げてくれたりして楽し

く過ごすことができました。 

 


